
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年３月２６日（水） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

    発 表 事 項   

１．小学生の保護者を対象に安心・安全意識を調査 

２．山形大学・山形県による土壌環境放射性物質の共同調査実施結果について 

３．電子書籍『イタリア／ポルティコの街で』を刊行 

４．「東北里山イニシアティブ ３F フォーラム東北」を開催します 

 

  お 知 ら せ   

１．県内高等教育機関のポータルサイト「ゆうキャンパス NAVI」を構築 

   ２．山形大学人事異動(４月１日) 

 

  学長あいさつ   

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年４月２日（水）１１：２０～１１：５０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

 

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成26年3月26日  

山 形 大 学  

小学生の保護者を対象に安心・安全意識を調査 

人文学部人間文化学科の教員6人が、山形一小、山形五小、山形八小の保護者754

人を対象に、子育ての不安や防災意識、山大生への印象などについて、2013年

12月にアンケート調査を行い、今月その結果をまとめました。子育てや災害時に

頼れる人の少なさ、避難地図や避難場所といった情報の浸透具合、大学生の自転

車運転への不安などが浮き彫りとなり、安心・安全な地域づくりへの課題が明ら

かになりました。報告書には各課題への提言も盛り込み、大学とも連携しながら

取り組みを進めていきたい考えです。 

 

○調査結果の概要  

第1部  日常生活や災害時の安心・安全感（阿部・山根担当）  報告書2～4ページ   

災害時に助けを求めることができる知人の数は、山形市内に「いない」が2割、「1人か

ら2人」が3割弱と少ない一方で、頼れる親戚については山形市内にいる人が5割と、親戚を

頼りにしている人が多いことがうかがえます。ただし、9割以上の人が災害時に助けをお願

いできる知人がほしいと回答していることから、親族以外の共助のネットワークのニーズ

も高いことがわかりました。  

第2部  防災情報の入手と災害時の避難意識（本多・山田担当）  報告書5～7ページ   

自宅が危険だと判断した場合に、最初に避難する施設名の回答では、6割を超える方が周

辺の小中学校および大学を具体的な避難場所として挙げており、1割の方が公園を考えてい

るようです。その内訳は、小学校48％、中学校8％、高校・大学7％でした。お子さんが通

学する小学校を最初に避難する場所と考えているようです。災害が発生した場合に、市民

が学校に避難してくることがわかりました。  

第3部  山形大学や山大生への印象（福野・渡邊担当）  報告書8～10ページ   

昨年度の教職員および学生の不祥事の印象からか、山大生の規範意識の低下をよく感じ

ると答えた人が17%いました。その一方で、地域に若者が多くてよいと感じている人も23%

おり、不祥事はあったものの山大生に対して冷静に判断している様子がうかがえます。ま

た、山大生の振る舞いに不安を感じた経験をたずねたところ、自転車の危険運転をあげる

人が、この質問に回答した人の約7割（314人中218人）にのぼりました。  

 

お問い合わせ先  

人文学部人間文化学科准教授  福野光輝  

電話 : 023-628-4267 

Email: fukuno@human.kj.yamagata-u.ac.jp 



 

©2014 Google,  ZENRIN  

[参考資料] 小学生の保護者を対象に安心・安全意識を調査  

 

 

○調査目的  

安心で安全な地域づくりに山形大学として何ができるかを考えるための一歩として、子

どもをもつ保護者の安心や安全に関する意識を把握する。  

 

○調査方法 

調査時期：2013年12月9日～16日  

対象者：3小学校の保護者754

人（山形一小193人、山形五小

235人、山形八小326人）  

回答者数：649人（山形一小174

人、山形五小197人、山形八小

278人、回収率86%）  

手続き：各小学校を通して全家

庭に調査票を配布し、各家庭で

回答後、回収しました。  

 

○調査者  

平成25年度山形大学人文学部  

「山形市における安心・安全に関する学際的研究」プロジェクト  

福野光輝（山形大学人文学部准教授 , 心理学） [代表 ] 

渡邊洋一（山形大学人文学部教授 , 心理学）  

山田浩久（山形大学人文学部教授 , 地理学）  

本多 薫（山形大学人文学部教授 , 情報科学）  

阿部晃士（山形大学人文学部准教授 , 社会学）  

山根純佳（山形大学人文学部准教授 , 社会学）  

 

○当日配布資料  

（1）山形大学周辺における暮らしの安心・安全に関するアンケート第1次報告書1部  

（2）調査票1部  

（3）小学校への調査依頼状（五小依頼時のもの）1部  

 

 

 































 

                                  

プレス発表資料                 

 

平成２６年３月２６日                  

山 形 大 学 

山形大学・山形県による土壌環境放射性物質の共同調査実施結果について 

山形大学は、山形県と共同で平成２４年度から山形県内の土壌環境放射性物質の調

査を行っています。この度、２年間の調査結果をまとめてご報告します。
 

 

 

☆背景  

福島第一原発事故に伴う県内における放射性物質の沈着状況の基礎データ

を押さえておくことは、今後の山形県の環境を考える上で重要なことです。  

そのため、山形大学は、山形県と共同で土壌環境放射性物質の分布状況の  

   調査を行いました。  

 

☆調査期間  

平成２４年度及び平成２５年度の２年間  

 

☆調査方法  

県内を５キロメッシュに区切り、地表面からの深さ（０〜５㎝、５〜１０㎝）

の二層の土壌をサンプリングし、測定分析を行いました。  

山形県が土壌サンプリングを担当し、山形大学が土壌サンプルの測定分析を

行いました。  

 

☆調査結果  

    調査地点（２３３地点）について、山形県における土壌中放射性セシウムの

濃度分布図を作成しました。（２０１３年１２月３１日に減衰補正した値で

す。）  

・ 各地区の平均濃度は、地表から 0〜５㎝に対して、村山地区１４５Bq/Kg、 

置賜地区７１Bq/Kg、最上地区３７Bq/Kg、庄内地区４Bq/Kg でした。  

・ 村山地区の地表から５〜１０㎝のセシウム１３４とセシウム１３７の  

濃度は、０〜５㎝の濃度に対して、どちらも平均で約３０％でした。  
 

 

（お問い合わせ） 

山形大学 企画部プロジェクト教員 教授 櫻井 敬久 

電話：０２３（６２８）４５５３ 

 



十里塚（5839-46） 小砂川２ (5839-57) 鳥海山 (5840-50)

十里塚（5839-46） 吹浦（5839-47） 湯ノ台（5840-40） 丁岳（5840-41） 松ノ木峠 (5840-42)

酒田北部（5839-36） 羽後観音寺（5839-37） 升田（5840-30） 差首鍋（5840-31） 及位（5840-32） 羽後川井（5840-33）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

酒田南部（5839-26） 余目（5839-27） 中野俣（5840-20） 大沢（5840-21） 羽前金山（5840-22） 神室山（5840-23） 鬼首峠（5840-24）

24

25

湯野浜１ 湯野浜２（5839-16） 藤島（5839-17） 清川（5840-10） 羽根沢温泉（5840-11） 新庄（5840-12） 瀬見（5840-13） 向町（5840-14） 鬼首 (5840-15)

24

25

三瀬１ 三瀬２（5839-05） 鶴岡（5839-06） 羽黒山（5839-07） 木の沢（5840-00） 古口（5840-01） 舟形（5840-02） 月楯（5840-03） 羽前赤倉（5840-04） 鳴子 (5840-05)

24

25

温海（5739-74） 山五十川（5739-75） 下名川（5739-76） 大綱（5739-77） 立谷沢（5740-70） 肘折（5740-71） 海谷（5740-72） 尾花沢（5740-73） 魚取沼（5740-74）

鼠ヶ関（5739-64） 木野俣（5739-65） 上田沢（5739-66） 湯殿山（5739-67） 月山（5740-60） 葉山（5740-61） 富並（5740-62） 延沢（5740-63） 銀山温泉（5740-64）

蕾 大鳥（5739-56） 赤見堂岳（5739-57） 本道寺（5740-50） 海味（5740-51） 谷地（5740-52） 楯岡（5740-53） 船形山（5740-54）

24

25

鳴海山 大鳥池（5739-46） 大井沢（5739-47） 貫見（5740-40） 左沢（5740-41） 寒河江（5740-42） 天童（5740-43） 関山峠（5740-44）

24

25

相模山 朝日岳（5739-37） 太郎（5740-30） 宮宿（5740-31） 山形北部（5740-32） 山寺（5740-33） 作並

三面（5739-25） 徳綱（5739-26） 羽前葉山（5739-27） 荒砥（5740-20） 白鷹山（5740-21） 山形南部（5740-22） 笹谷峠（5740-23）

24

25

舟渡（5739-15） 五味沢（5739-16） 羽前上郷（5739-17） 長井（5740-10） 羽前中山（5740-11） 上山（5740-12） 蔵王山（5740-13）

24

25

小国（5739-05） 小国東部（5739-06） 手ノ子（5739-07） 羽前小松（5740-00） 赤湯（5740-01） 二井宿（5740-02） 不忘山

長者原（5639-75） 叶水（5639-76） 玉庭（5639-77） 米沢北部（5640-70） 糠野目（5640-71） 各号（5640-72）

飯豊山（5639-65） 岩倉（5639-66） 入田沢（5639-67） 米沢（5640-60） 米沢東部（5640-61） 栗子山（5640-62）

24

25

大日岳 川入 飯森山（5639-57） 白布温泉（5640-50） 天元台（5640-51） 板谷（5640-52）

檜原湖 吾妻山

←　　５ ㎞　　→

↑
５
㎞
↓

平成25年度　調査地点

10<X<=100Bq/Kg

1<X<=10Bq/Kg

検出限界以下

700<X<=850Bq/Kg

550<X<=700Bq/Kg

400<X<=550Bq/Kg

300<X<=400Bq/Kg

200<X<=300Bq/Kg

100<X<=200Bq/Kg

平成２４年度　+　平成２５年度	
  
山形県における土壌中放射性セシウム（Cs134+Cs137）濃度分布　地表面からの深さ（0-­‐5cm）	
  

	
  
2013/12/31	




 

                                  

プレス発表資料                 

 

                            平成２６年３月２６日 

                               山   形   大   学  

電子書籍『イタリア／ポルティコの街で』を刊行しました  

ボローニャの会の活動成果を収めた電子書籍『イタリア／ポルティコの街で 

山形の街作りを考えたボローニャの会の３年間』を刊行しました。  

 

◆経緯 

 山形大学出版会では、初の電子書籍として、山本陽史山形大学基盤教育院教授が世

話人をつとめるボローニャの会の３年間の活動成果を収めた標記書籍を刊行しました。 

 ボローニャの会は山形県川西町出身の作家・劇作家井

上ひさし氏の『ボローニャの会』に学び、山形の街作り

を考える市民の会です。 

 

◆内容 

 熊谷眞一弦地域文化支援財団代表理事と結城章夫山

形大学学長との対談、会員の街作りへの提言、ボローニ

ャ訪問記、山本教授のイタリアでの講演録等を収録して

います。 

 弊出版会で初めての電子書籍として、今回は無料で配

信しています。 

 下記ＵＲＬにアクセスしてファイルをダウンロード

して下さい。 

    http://www.yamagata-u.ac.jp/books/Ebooks/portico.epub 

 

 なお、電子書籍を閲覧できる環境をお持ちでない方にはＰＤＦファイルでも配信し

ます。詳細は下記ＵＲＬをご覧下さい。 

    http://www.yamagata-u.ac.jp/books/Ebooks/portico.pdf 

 

 

 

 
 

 

 

（お問い合わせ先） 

山形大学渉外部渉外課社会連携担当  

Tel 023-628-4840 fax 023-628-4849 

k-tojyoki@jm.kj.yamagata-u.ac.jp  



 
 

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成26年3月26日  

山  形  大  学 

東北里山イニシアティブ ３Fフォーラム東北を開催します 

３つのF（Farm・Food・Festa）を柱としたフォーラムを、公益財団法人全国学

校農場協会、農業高校支援機構が主催し、山形大学等の共催で、3月27日(木)１３

時３０分から文翔館において開催します。 

◆経緯  

２１世紀は農業の世紀と言われており、農業は食料生産のみならず私たちにとっても水、

温暖化の防止、洪水の制御など様々な有用な働きをしています。さらに、文化の継承やラ

イフスタイル、社会のあり方など今、農業から学ぶことは実に多いものがあります。  

主催の公益財団法人全国学校農場協会は、農業教育の発展を願い、2011年11月に「3.11

以降の農業高校への期待」と題するフォーラム及び３Ｆフォーラムを千葉大学で開催して

います。本学においても、食の安全、安心を支える農業を担う人材育成は大変重要な課題

と考えており、このたび、東北地区における３Ｆフォーラムを山形大学が共催することと

なりました。  

 

◆概要  

 このフォーラムでは参加者の皆さんと農業、農業教育について農業の持っている潜在的

可能性を掘り起こし議論を深めていきます。  

日 時：３月２７日（木）１３：００～１７：００（開場１２：３０）  

内 容：第一部  

     報 告：被災地農業高校の復旧・復興の現状と課題  

    第二部  

     テーマ：中長期的展望・バイオエネルギー革命と農業・農業教育の未来  

         ・基調講演「再生エネルギーを軸とする地域成長戦略」  

         ・長時間討論  

    第三部  

     里山讃歌音楽祭 TOHHOKU 

山形ゆかりの「おしん」の作曲家「坂田晃一」先生を迎え、新たに宮沢賢治

の詩から作曲された新曲「宮沢賢治の三つの風景」を山形大学生によるオーケ

ストラと合唱でお届けします。  

 会 場：文翔館（山形市旅籠町3-4-51）（ピンヒール等での入場は，ご遠慮願います。） 

 定 員：１５０名（事前にお申し込みください。定員になり次第締め切りとなります。） 

お問い合わせ先  

山形大学渉外部渉外課 沼 澤  

TEL: 023(628)4843、FAX: 023(628)4849 

E-mail:k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



関係各位 

                        公益財団法人全国学校農場協会 

                        理事長   日置 司明 

                        国立大学法人山形大学 

                        学長    結城 章夫 

                        山形県立村山農業高等学校 

                        校長    竹田 耕平 

 

               東北里山イニシアティブ 

３Fフォーラム東北開催のお知らせ 

 

 3 つの F（Farm・Food・Festa）を柱としたフォーラムを開催いたします。 

21 世紀は農業の世紀と言われております。農業は食料生産のみならず私たちにとっても水、

温暖化の防止、洪水の制御など様々な有用な働きをしております。さらに、文化の継承や

ライフスタイル、社会のあり方など今、農業から学ぶことは実に多いものがあります。 

 このフォーラムでは参加者の皆さんと農業、農業教育について農業の持っている潜在的

可能性を掘り起こし議論を深めてまいりたいと考えております。 

 また、後半では山形ゆかりの「おしん」の作曲家「坂田晃一」先生を迎え、新たに宮沢

賢治の詩から作曲された新曲「宮沢賢治の三つの風景」を山形大学の学生の皆さんによる

オーケストラと合唱でお届けいたします。早春の午後を共に共有されることを願っており

ます。 

 

 日時：平成２６年３月２７日（木）13：00～17：00（開場 12：30） 

 会場：文翔館（山形市旅籠町 3-4-51）（ピンヒール等での入場は，ご遠慮願います。） 

 定員：１５０名（定員になり次第締め切らせていただきます。 

申し込みをお断りする場合のみご連絡いたします。） 

 ○参加を希望される方は申込書に記入の上、下記までお送り下さい。 

  国立大学法人山形大学 渉外部  FAX ０２３－６２８－４８４９ 

  山形県立村山農業高等学校    FAX ０２３７－５５－５１３４ 

 

（お問い合わせ先）山形大学渉外部渉外課 沼澤 

  TEL: 023(628)4843、FAX: 023(628)4849 

E-mail: k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

３Fフォーラム参加申込書 

 

氏名  （            ） 

所属  （            ） 

連絡先 （            ） 
＊差し支えなければお書き下さい 







 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平成２６年３月２６日 

山 形 大 学 

※ 詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．県内高等教育機関のポータルサイト「ゆうキャンパス NAVI」を構築 

大学コンソーシアムやまがたでは、「高等教育機関連携情報発信事業*」において、地域や県民

に向けて県内高等教育機関の情報を集約したサイト「ゆうキャンパス NAVI」を構築しました。本

サイトは、県内高等教育機関の情報発信を行うと共に、県内高等教育機関及び学生が地域や県民と

交流する手段として活用されることを目指しています。大学コンソーシアムやまがたに加盟する高

等教育機関の紹介や、各機関と地域間の交流促進のために、掲載情報にはそれぞれ問合せ先を明記

し、サイト閲覧者が興味のある情報について問い合わせできる仕組みを構築しています。是非、ご

活用下さい。 

*高等教育機関連携情報発信事業: 

県内の高等教育機関が連携し、教育・研究内容を情報発信することにより、高等教育機関の地域貢献及び

県民への学習機会提供の拡大を図るとともに、県内からの県内高等教育機関への進学者の確保に資すること

を目的に、山形県より委託された事業  

 

２．山形大学人事異動(平成２６年４月１日) 

   本学の平成２６年４月１日付け人事について、役員、部局長及び事務職課長以上の役職者の異動

内容を公表します。 

役員については、４月１日の在職者全員を公表しています。部局長及び事務職課長以上の役職者

については、４月１日で異動のあった者のみ公表しています。地域や企業の皆様と深く関わりのあ

る本学の担当者等について知っていただくために、今後は、異動が確定次第、随時お知らせします。 

 



 

                                  

プレス通知資料 

 

平成２６年３月２６日    

山 形 大 学 

高等教育機関連携情報発信事業 

県内高等教育機関のポータルサイト「ゆうキャンパスNAVI」を構築しました。 

大学コンソーシアムやまがたでは、「高等教育機関連携情報発信事業＊」において、

地域や県民に向けて県内高等教育機関の情報を集約したサイト「ゆうキャンパスNAVI」

を構築いたしました。本サイトは、県内高等教育機関の情報発信を行うと共に、県内高

等教育機関及び学生が地域や県民と交流する手段として活用されることを目指します。

 
１． 目的 

 大学コンソーシアムやまがたに加盟する高等教育機関の情報を地域のみなさまに発信す

ることで、教員及び学生が地域とつながる機会を創出する。本サイトが、教員・学生と地

域のみなさまが交流する手段として活用されることを目指す。  

 

２．内容 

 大学コンソーシアムやまがたに加盟する高等教育機関の紹介や、各機関の下記メインコ

ンテンツに関連する情報を集約している。各機関と地域間の交流が促進するよう、掲載情

報にはそれぞれ問合せ先を明記し、サイト閲覧者が興味のある情報について問い合わせで

きる仕組みを構築した。 

 

・メインコンテンツ（６つ） 

「公開講座」「イベント」「オープンキャンパス」「学生団体・サークル」 

「学生・教員の活躍」「特集！高等教育機関ナビ」 

・検索機能（３つ） 

 サイト内の情報について、目的別・対象別・地域別に検索することができる。 

 カテゴリー：「目的から探す」「対象から探す」「地域から探す」 

 

３．URL 

http://consortium-yamagata.jp/navi/ 

 
*高等教育機関連携情報発信事業: 

県内の高等教育機関が連携し、教育・研究内容を情報発信することにより、高等教育機関の地域貢

献及び県民への学習機会提供の拡大を図るとともに、県内からの県内高等教育機関への進学者の確

保に資することを目的に、山形県より委託された事業 

 

 （お問合せ先） 

大学コンソーシアムやまがた事務局 鈴木 

電話 ０２３－６２８－４８４２ 

※大学コンソーシアムやまがたのホームページが

新しくなりました。 

URL http://consortium-yamagata.jp/ 



県内高等教育機関のポータルサイト「ゆうキャンパス NAVI」 

（URL）http://consortium-yamagata.jp/navi/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインコンテンツ（６つ） 

「公開講座」 

各高等教育機関が主催する公開講座の

ご案内を掲載。 

「イベント」 

各高等教育機関が主催するイベントの

ご案内を掲載。 

「オープンキャンパス」 

各高等教育機関のオープンキャンパス

情報を掲載。 

「学生団体・サークル」 

各高等教育機関に所属する学生団体・

サークルのうち、地域との関わりを求

める・地域に出向いて活動をしたい意

向のある団体の情報を掲載。各団体の

紹介ページには、団体概要の他、各団

体が地域と関わるうえで活動したい内

容についても掲載。 

「学生・教員の活躍」 

各高等教育機関に所属する学生・教員

が開発した商品や受賞作品・研究等、

学生・教員の活躍に関する情報を掲載。

「特集！高等教育機関ナビ」 

各高等教育機関が地域や県民に向けて

PR したい情報（例：事業、授業、学生・

教員の活動等）を掲載。各機関１ヶ月

ごとに交代で掲載する。 

検索機能（３つ） 

サイト内の情報について、目的別・対象別・地域別

に検索することができる。 

「目的から探す」 

タグ：「学びたい」「見たい・知りたい」「体験したい」

   「交流したい」「その他」 

「対象から探す」 

タグ：「一般」「親子」「中学生」「高校生」「大学生」 

「地域から探す」 

タグ：「村山地区」「庄内地区」「置賜地区」「最上地区」

トップページ画面 



山形大学人事異動（平成２６年４月１日）

＜役 員＞

職 名 氏 名 備 考(前 職)

学 長 小山 清人 新 任 (理事/副学長)
理事/副学長 深尾 彰 再 任

理事/副学長 安田 弘法 再 任

理事/副学長 大場 好弘 新 任 (大学院理工学研究科 教授／

有機ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究ｾﾝﾀｰ長)

理事/副学長 阿部 宏慈 新 任 (人文学部副学部長)

理事/副学長 萩原 均 新 任 (熊本大学経営企画本部長)

監 事 斎藤 亮一 再 任

監 事 山下 貴 新 任 (山下貴税理士事務所 所長)

＜部局長＞

職 名 氏 名 備 考

人文学部長 北川 忠明 再 任

基盤教育院長 渡邊 洋一 再 任

学長特別補佐 嘉山 孝正 再 任

小白川キャンパス長 北川 忠明 再 任

附属学校運営部長 佐藤 圓治 新 任 (理学部 教授／

附属学校運営副部長)

※その他の部局長は留任

＜部課長＞

職 名 氏 名 前 職

教育・学生支援部長 矢口 清 渉外部渉外課長

エンロールメント・マネジメント部長 小関 俊宏 工学部事務部長

工学部事務部長 高橋 俊一 工学部会計課長

教育・学生支援部学務課長 棚井 信良 ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部政策課長

総務部総務課長 渡邊 真一 福島大学総務課長（参事）

（兼）総務部総務課広報室長

財務部財務課長 佐野 進 弘前大学医学部附属病院経営企画課長

施設部施設企画課長 芝村 勝巳 文部科学省文教施設企画部参事官

（技術担当）技術調査第二係長

施設部施設整備課長 佐藤 一夫 宮城教育大学施設課長

工学部会計課長 金生 周篤 企画部研究支援課長


